
　上杉鷹山が藩校を設置し、 細井平洲によって 「興譲館」 と命名されてから、 今年で 250 年です。

その伝統と資料は、 米沢中学校を経て米沢興譲館高校へ受け継がれています。 本展は 「学校」 をテー

マに、 鷹山と細井平洲の絆や米沢藩における教育の実態、 近代の学校教育について紹介します。

　米沢興譲館高校の教員 ・ 生徒、 米沢興譲館同窓会と当館が連携して調査を実施した、 鷹山の旧蔵

書や新出の米沢城下絵図など、 貴重な資料を一堂に公開します。

　米沢の 「教育の原点」 をぜひご覧ください。

米沢興譲館同窓会ホームページ

「史料室の整備事業」

当館学芸員によるコラム記事 （東北大学東北アジア研究センター HP）

「高校生と取り組む学校資料の調査」

米沢市上杉博物館　山形県米沢市丸の内１－２－１ （電話 0238－２６－８００１）

後援 ： 藩校興譲館創立 250 年記念事業実行委員会 最新情報は博物館の HP をご覧下さい➡

前期 ： ９月１９日 （土） ～１０月１８日 （日）　　後期 ： １０月２４日 （土） ～１１月２３日 （月・祝）
◇展示替え ： １０月１９日 （月） ～２３日 （金）　　◇休館日 ： ９月２４日 （水）、 １０月２８日 （水）

入館料 ： 一般 ８００円 （６４０円） / 高大生 ３００円 （２４０円） / 小中生 無料　※（　） は２０名以上の団体料金

窪島政男　「興譲館之図」 （当館蔵）

◇講演会　「学校資料の保存と活用について」 （仮）　

講師 ： 和﨑光太郎 氏 （桜の聖母短期大学教授）　　日時 ： １１月１４日 （土）　午後２時～４時

伝国の杜 2 階大会議室にて、 聴講無料、　定員先着８０名　※9 月 15 日 （火） 9 時より受付開始予定


